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応募があった。その数は、小学児童で実話が 164 通、標語が 986 通であり、一
般では実話が 421 通、標語が 10,520 通にものぼった3。
　文集に掲載された 21 点の標題は、一部を冒頭で紹介したが、生徒が選んだ
標題は、「道」が 2 名、「道を大切にしませう」が 8 名、「道路愛護」が 4 名、「道
を愛してお互いにまもりましょう」｢我等の道路を愛しませう｣「道路を愛する
心」「愛せよ道路」「吾等の道路」が各 1 名、無題が 2 名。尋常小学校 2 年か


































































道路愛護と戦前の小学生　―山形県東田川郡黒川尋常高等小学校『道路愛護文集』（昭和 11 年発行）を中心に― 125



















































続けた。昭和 10 年 4 月から翌年 3 月までの 1 年間で 14 冊発行され、7 月と 9






道路愛護と戦前の小学生　―山形県東田川郡黒川尋常高等小学校『道路愛護文集』（昭和 11 年発行）を中心に― 127
想、読書の雑感、随筆、偶感、和歌俳句、短詩短文、狂句、漢詩など多岐に渡

















































































１　黒川小学校の赴任期間は不明であるが、昭和 10 年 12 月から 4 ヶ月間、馬
渡冬季臨時分教場にて勤務していた。山形県東田川郡黒川尋常高等小学校、
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